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第１  調査の概要 
 

１ 調査の目的 

 

本調査は、「第１次五泉市総合計画」の施策体系をもとに、平成 23 年度に策定する後期基本計画に市

民意見を反映させることを主たる目的としています。 

市内に在住している 20歳以上の市民を対象に、地域の課題や市が取り組んでいる施策に対する市民意

識を調査・分析しました。具体的には、市民との協働によるまちづくりを更に推進するため、市民がこ

れまでの市が取り組んできた施策に対して満足しているか（「満足度」）、市がどのような施策に更に力を

注いでいくべきであると感じているか（「重要度」）、また、その取り組みの成果を計る『物差し』として

の指標（「成果指標」）の設定を行います。 

前回の調査は平成 18 年度（平成 18 年 7 月 25 日～8 月 21 日実施）に行っており、今回の調査と比較

することにより市民意識の変化も把握します。 

この調査結果をもとに、限られた財源の中で、効果的・効率的な資源配分、行政サービスの更なる向

上を目指し、五泉市のまちづくりを進めてまいります。 

 

２ 調査方法と回収結果 

 

(1)調査地区 

新潟県五泉市全域 

(2)調査対象・抽出方法 

平成 22年 10 月 31 日現在、五泉市住民基本台帳から 20 歳以上の市民を無作為抽出した 3,000 人 

(3)調査方法 

アンケート用紙の郵送による配布、回収 

(4)調査期間 

発送日 平成 22年 11 月 25 日(木) 

回収日 平成 22年 12 月 20 日(月) 

(5)回収結果 

抽出数 有効回答数 有効回答率 

3,000 人 1,212 人 40.4% 

※ 郵便返戻等の理由により、抽出数と実送付数との間に差があります。 

(6)調査主体 

五泉市企画政策課 

(7)集計・分析 

五泉市企画政策課 

 

 

３ 利用上の注意 

 

(1)結果は百分率で表示しました。百分率は小数点第 2位を四捨五入したため、比率の合計が 100％と一

致しない場合があります。 

(2)一部の人を対象とする質問では、質問該当者数を分母にして算出しました。 

(3)複数回答の百分率の合計は、100％を超えます。 

(4)二重回答や判読不能の回答などは、無回答に含めています。
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4 本調査における施策体系と設問の関係  

 

施 策 体 系 設 問 

基本政策 政策 施策 重要度（問２） 満足度（問３） 施策指標 

1 

 

豊かな人間性と生きる

力を育む教育の推進 

1 

 

 

子どもたちが明るく

いきいきとしている

まちづくり 2 教育環境の充実 

問２－１ 問３－１ 問４－１ 

3 生涯学習の充実 問２－２ 問３－２ 問５ 

4 生涯スポーツの推進 問２－３ 問３－３ 問６ 

5 芸術文化の推進 問２－４ 問３－４ 問７ 

6 

 

図書に親しむ環境整備

の推進 
問２－２ 問３－２ 問５ 

2 

 

ともに学び生きがい

をもてるまちづくり 

7 

 

文化財の保護と活用の

推進 
問２－５ 問３－５ 問４－２ 

8 

 

高齢者の社会参加の推

進 
問２－６ 問３－６ 問４－３ 

いきいきの泉水 

～笑顔あふれ、いきい

きと暮らしているま

ち～ 

3 

 

一人ひとりが活躍で

きるまちづくり 9 

 

障がい者の自立と社会

参加への支援 
問２－７ 問３－７ 問４－４ 

10

 

親子の健やかな発達へ

の支援 

11

 
保育サービスの充実 

12 子育て支援の充実 

4 

 

安心して子育てがで

きるまちづくり 

13

 

 

援助を必要とする子ど

もと家庭の自立への支

援 

問２－８ 問３－８ 問４－５ 

14 健康づくりの推進 

15 保健予防の充実 

16 食育の推進 

問２－９ 問３－９ 問１３－９

17

 

高齢者福祉・介護保険の

充実 
問２－６ 問３－６ 問４－３ 

18

 

保健・医療・福祉体制の

充実 
問８ 

5 

 

 

 

 

 

健康で安心して暮ら

せるまちづくり 

19

 

社会保障制度の円滑な

運営の推進 

問２－１０ 問３－１０ 

問９ 

20 安全・安心な水の供給 問２－１１ 問３－１１ 問４－６ 

21 交通安全と防犯の推進 問２－１２ 問３－１２ 問４－７ 

問２－１３ 問３－１３ 問４－８ 

6 

 

安全な生活環境を守

るまちづくり 
22 地球環境の保全 

問２－１４ 問３－１４ ― 

問２－１５ 問３－１５ ― 23

 

信頼できる消防・救急体

制の推進 問２－１６ 問３－１６ ― 

問４－９ 24

 

防災意識の高揚と防災

施設整備の推進 
問２－１７ 問３－１７ 

問１０ 

安心の泉水 

～信頼あふれ、安心し

て暮らしているまち

～ 

7 

 

非常時に十分な対応

ができるまちづくり 

25 雪害対策の推進 問２－１８ 問３－１８ 問４－１０
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4 本調査における施策体系と設問の関係  

 

施策体系 設問 

基本政策 政策 施策 重要度（問２） 満足度（問３） 施策指標 

8 

 

青少年を地域ぐるみ

で育むまちづくり 

26

 

青少年を地域ぐるみで

育む環境整備の推進 
問２－１９ 問３－１９ ― 

9 

 

地域で支える福祉の

まちづくり 

27

 

地域における福祉活動

の充実 
問２－２０ 問３－２０ ― 

ふれあいの泉水 

～交流あふれ、ふれあ

い豊かに暮らしてい

るまち～ 10 

 

多様な文化にふれあ

うまちづくり 

28

 

国際化に向けた環境整

備の推進 
問２－２１ 問３－２１ ― 

29 商業の活性化 問２－２２ 問３－２２ 問１１ 

30 工業の活性化 問２－２３ 問３－２３ ― 
11 

 

活力ある商工業を育

むまちづくり 
31 雇用環境の整備と充実 問２－２４ 問３－２４ 問４－１２

32

 

農産物のブランド化と

安全で安心な食の推進 

33

 

安定した農業経営と担

い手育成の支援 

34 農地、農村の環境整備 

問２－２５ 問３－２５ 問４－１１
12 

 

魅力ある農林業を育

むまちづくり 

35

 

森林資源の利活用と保

全 
問２－２６ 問３－２６ ― 

活気の泉水 

～賑わいあふれ、活気

がある暮らしをして

いるまち～ 

13 

 

地域資源を活用した

まちづくり 

36

 

地域資源を活かした観

光と都市交流 
問２－２７ 問３－２７ ― 

37

 

ごみの減量化とリサイ

クルの推進 
問２－２８ 問３－２８ 問１２ 14 

 

 

一人ひとりが快適な

生活環境を守るまち

づくり 
38

 

生活排水の適切な処理

と生活衛生の向上 
問２－２９ 問３－２９ ― 

39 安全で快適な道路整備 問２－３０ 問３－３０ ― 

40

 

公共交通機関の利用し

やすい環境整備 
問２－３１ 問３－３１ ― 

41 快適な居住環境の整備 問２－３２ 問３－３２ ― 

42

 

緑豊かな憩いの場の整

備 
問２－３３ 問３－３３ 問４－１３

快適の泉水 

～潤いあふれ、快適に

暮らしているまち～ 
15 

 

快適な都市基盤を利

用できるまちづくり 

43

 

計画的な土地利用の推

進 
問２－３４ 問３－３４ 問４－１４
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4 本調査における施策体系と設問の関係  

 

施策体系 設問 

基本政策 政策 施策 重要度(問２) 満足度(問３) 施策指標 

44 市民との協働の推進 問２－３５ 問３－３５ 問４－１５

45 人権と平和の尊重 問２－３６ 問３－３６ 問４－１６

46 男女共同参画社会の実現 ― ― ― 

47

 

コミュニティ活動の支援

の推進 
問２－３７ 問３－３７ 問１４ 

16  

 

市民と行政による

協働のまちづくり 

48

 

情報公開と説明責任の充

実 
問２－３５ 問３－３５ 問１３ 

49 財政健全化の推進 ― ― ― 

50 行政評価の推進 

51 業務の効率化の推進 

52 組織・機構改革の推進 

53 人材育成の推進 

54 地域情報化の推進 

基本構想・基本計画の

実現のために 

～市民協働と信頼に

よる自立したまち～ 

17 

 

 

効率的・効果的に行

政経営が行われて

いるまちづくり 

55

 

温暖化防止対策率先行動

の推進 

問２－３８ 問３－３８ 問４－１７


